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寒
い
日
が
続
き
、
「
春
」

が
待
ち
遠
し
い
。 

 

寒
い
日
に
は
、
あ
っ
た
か
ご

は
ん
が
一
番
！
私
は
ホ
ッ

ト
プ
レ
ー
ト
湯
葉
で
あ
っ
た

か
気
分
。無
調
整
の
豆
乳

を
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
で
温
め
る
だ
け

で
、
無
限
に
楽
し

め
ま
す
❤ 

『
鹿
角
の
偉
人
』
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
年
度
も
開
催
！ 

 

開
催
か
ら
30
回
目
と
な
る
今
回
は
、
鹿
角
郡
市
内

の
小
・
中
学
校
か
ら
31
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
審
査
員
か
ら
は
「
作
品
の
感
想
に
と
ど
ま
ら
ず

歴
史
へ
の
興
味
や
環
境
問
題
へ
の
提
言
な
ど
、
表
現

力
豊
か
な
作
品
が
多
か
っ
た
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し

た
。 

～
審
査
結
果
～ 

●
内
藤
湖
南
の
部
・
小
学
生 

 

〈
最
優
秀
賞
〉
柴
平
小
学
校 

五
年 

栁
澤 

芽
那 

 

 

〈
優
秀
賞
〉 

十
和
田
小
学
校
六
年 

古
川 

夏
羽 

 
 
 
 

 
 
 

十
和
田
小
学
校
六
年 

村
木 

結
香 

●
内
藤
湖
南
の
部
・
中
学
生 

 

〈
優
秀
賞
〉 

十
和
田
中
学
校
三
年 

蛇
沼 

大
斗 
 

●
和
井
内
貞
行
の
部
・
小
学
生 

 

〈
最
優
秀
賞
〉
十
和
田
小
学
校
六
年 

亀
田 

彩
音 

 

 

〈
優
秀
賞
〉 

柴
平
小
学
校 

五
年 

佐
藤 

心
花 

 

 
 
 
 

 
 
 

大
湯
小
学
校 

五
年 

湯
瀬 

柚
苺 

●
和
井
内
貞
行
の
部
・
中
学
生 

 

〈
最
優
秀
賞
〉
花
輪
中
学
校 

一
年 

工
藤 

千
鶴 

 

 

〈
優
秀
賞
〉 

十
和
田
中
学
校
二
年 

花
田 

響 
 

  

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
作
品
は
、
４
月

か
ら
顕
彰
館
内
で
展
示
す

る
予
定
で
す
。 

 

ま
た
、
大
人
の
皆
さ
ん

に
も
『
鹿
角
の
偉
人
』
を

読
ん
で
み
た
い
と
い
う
方
に
は
、
貸
出
し
ま
す
。 

 

特
別
展
示
「
立
山
家
の

人
々
」
は
、
三
月
十
二
日

ま
で
の
予
定
で
す
。 

 

立
山
家
は
、
立
山
文
庫

を
創
設
し
た
弟
四
郎
、
天

才
数
学
者
と
言
わ
れ
た
林

平
、
初
め
て
郷
土
の
植
物

方
言
を
研
究
し
た
廉
吉
な

ど
を
輩
出
し
ま
し
た
。
先

人
た
ち
の
功
績
を
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。 


